
　 数 十 年 に わ た り 、 人 工 知 能 ( A I - A r t i f i c i a l 
Intelligence) は「次なる大きな潮流 (next big thing) 」
とみなされてきました。2022年11月のChatGPTの登場
がもたらした大変革を受け、今日、生成AI (genAI - 
Generative AI) の時代が到来し、これにより、データセ
ンターへのかつてないほどの投資が促進され、あらゆる
分野でこのテクノロジーを統合するための緊急の取り組
みとなっています。この画期的な変化を認識し、PLMエ
コノミーはgenAIをはじめとするAIの能力をプロセスに
組込むことに積極的に取り組んでいます。 
　本フォーラムでは、PLMにおけるAIの適用に関する
CIMdataによる新たなグローバルスタディの結果を明ら
かにすることで、この緊急性に対処します。本リサーチ
は、産業界のユーザーと、彼らの戦略的PLM目標の達成
を支援するソフトウェアおよびサービスプロバイダー両
者の現状、達成した成果、そして計画について、事実に
基づいたベンチマークを提供するものです。 
　今日、私たちはAIが理論的な概念からグローバル経済
の原動力へと移行する曲がり角に立っており、共に未来
に何が起こるかを見守りましょう。 

サイエンスフィクションからムーアの法則へ：
AIの基盤 
　人工的な知能 (artificially intelligent) の概念は、少な
くとも1872年、サミュエル・バトラー (Samuel Butler) 
のユートピア小説『エレホン (Erewhon) 』にまで遡り
ます。彼のビジョンは、その後の多くのフィクション作
品と同様に、人類が自己増殖機械する機械に取って代わ
られる危機に瀕しているというものでした。この根底に
ある考えは、1950年にアラン・チューリング (Alan 
Turing) が提起した「コンピューターは考えることがで
きるか？」という問いにまで受け継がれ、1956年には
ジョン・マッカーシー (John McCarthy) と彼の同僚た
ちが「人工知能」 (AI - artificial intelligence) という新
しい用語を生み出しました。 
　ムーアの法則は、その継続的な進歩によって、単位コ
ストあたりのコンピューティング、ストレージ、および
ネットワーキングなどの能力が向上し続け、コンピュー

ティングパワーは飛躍的に上がり、AIベースのソリュー
ションの次世代の構築に貢献してきました。IBMは、
チェスでのDeep Blueやテレビ番組「Jeopardy」での
Watsonの成功により、コンピュータが特定のタスクに
おいて人間に勝てることを示しました。Googleは、複雑
なボードゲームとして知られる囲碁で人間のチャンピオ
ンに勝利したAlphaGoで、さらに上を行く成果を上げま
した。興味深いことに、AlphaGoは人間が作成したデー
タベースを用いた従来の方法ではなく、機械学習 (ML - 
machine learning) とツリー検索テクニックが用いられ
ました。 
　真に人々の注目を集めたのが無償の「リサーチプレ
ビュー」として2022年11月にリリースされたOpenAIの
ChatGPTでした。*.1 DemandSageの2025年10月７日
時点のChatGPTユーザーメトリクスによると、2025年
２月の週当たりアクティブユーザー数４億人から、10月
には8億人に倍増しました。「ChatGPTは１日あたり20
億件のクエリを処理し、平均１億9,060万人のユーザー
が利用しており、これは毎秒2,206回のアクセスに相当
します。トラフィックのシェアは米国が15.1%でトッ
プ、インドが9.42%で続いています。」*.2 
　ChatGPTやその他の大規模言語モデル (LLM - large 
language models) は、総称して生成AI (genAI - 
generative AI) と呼ばれ、近年のイノベーションです
が、PLMアプリケーションでは30年以上前からAIが活用
されてきました。例えば、1990年代にAltairが導入した
ジェネレーティブデザインは、近年になってコンピュー
ティングの単価が下がったことで、より実用的なものに
なりました。MLは、ユーザーエクスペリエンスを向上さ
せるためにメカニカルCAD (MCAD) システムの使用パ
ターンの分析に役立ちました。また、Autodeskは、顧
客サポートコールのトリアージにIBMのWatsonを早期に
導入しました。 

データのこの上ない理想的な世界で生まれた組
合わせ：PLM & 生成AI 
　genAIとPLMは、まさにデータのこの上ない理想的な
世界で生まれた組合わせです。GenAIは、デジタルス
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レッドが提供し得るデータ内の意味や関連性を検索し、
他 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン で の G e n A I の 「 幻 覚 
(hallucinations) 」を軽減する可能性があリます。この
組合わせは戦略的に不可欠です。 
　デジタルスレッドを基盤とするPLMシステムは、
genAIの発展に必要な膨大な構造化データ、あるいは非
構造化のエンジニアリングデータを管理します。この可
能性を秘めた統合は、静的なデータを動的な「インテリ
ジェンスシステム」へと変革するための道筋を提供しま
す。 
　しかし、他のコンピューティングテクノロジーやネッ
トワークテクノロジーの導入と同様に、この分野での
genAIの採用は、歴史的な懸念を彷彿とさせる特有の利
害が大きな懸念によって妨げられているます： 

知的財産 (IP)：独自の製品データと設計ナレッジを活
用してAIモデルをトレーニングすることは、所有権、
帰属、またデータセキュリティに関する重大な懸念が
生じます。これらの懸念は、クラウドインフラストラ
クチャの導入を遅らせていたものです。 
信頼性と正確性：デジタルスレッドは、検証済みのエ
ンジニアリングデータにgenAIモデルを「基盤化」す
る助けとなる一方、重要な製品開発の決定において、
アウトプットの一貫性、説明責任、そして信頼性を確
実なものにすることが何にも増して重要です。 

明確さを求め：PLMエコノミーのAIへの対応 
　PLMエコノミー（CIMdata社が産業界の企業の目標達
成を支援するソフトウェアプロバイダーやサービスプロ
バイダーを指す用語）は、他の多くの市場セグメントと
同様に、自社の製品やビジネスプロセスにAIを積極的に
組込もうとしています。ユーザーは個人的あるいは職業
的どちらもテクノロジーを急速に試用していますが、初
期の結果はまちまちであり、公平で信頼できるガイダン
スの必要性が改めて浮き彫りになっています。 
　CIMdataでは、急速に変化するPLMエコノミーとそれ
が支える産業界の企業のポジティブな活力 (dynamics) 
を明確に把握するために、PLMでのAIのアプリケーショ
ンに関する包括的なグローバルスタディを開始しまし
た。弊社のリサーチは、産業界のユーザー、ソフトウェ
アプロバイダー、またサービスプロバイダーという３つの
重要なコミュニティを対象としています。 

戦略フォーラムのアジェンダと重要なポイント 
　CIMdataは40年以上前の設立以来、業界がより良くな
るために、これらの重要な議論の進行・調整を支援して
きました。弊社は長年にわたりこのテーマを積極的に推
進しており、2026年の私たちのPLM Market & 
Industry Forumのテーマ「AI in PLM: Expanding 

Capabilities Across the Product Lifecycle 
(PLMにおけるAI：製品ライフサイクル全体にわたり能力
を強化する) 」は、2019年のフォーラム「Augmented 
Intelligence (拡張インテリジェンス) 」に続く自然な流
れです。 
　2026年版では、CIMdataによる恒例のグローバル
PLM市場の現状と将来の動向のアセスメントから１日が
始まり、続く戦略的な議論の土台が整えられます。 
　参加の皆さまは、PLM領域、産業界、また地域にわた
る詳細な分析と予測、収益と市場シェアによる主要な
PLMソリューションプロバイダーのパフォーマンスメト
リックなど、貴重なデータとインサイトにアクセスでき
るようになります。 
　この情報の多くは、2026年度MARレポートが春の終
わり頃から夏にかけて出版されるまで公開されません。 
製品ライフサイクル全体におけるAIの現状、達成された
成果、そして計画について、事実に基づく重要なベンチ
マークを確立します。 
　最初のプレゼンテーションでは、これまでのAI関連の
取組みに関する最も重要な背景を提示し、AIと関連ト
ピックを明確に定義し、続く２つのセッションの枠組み
を確立します。これらのプレゼンテーションでは、産業
界のクライアントとPLMエコノミーメンバーの視点から
AIを考察します。午後は、デジタルツイン/デジタルス
レッドの価値の可能性に関するディスカッションで締め
くくり、続いて「News from the Field (現場からのニュー
ス) 」として、CIMdataの最近の産業界でのコンサル
ティング業務におけるハイライトと実践的な学びを共有
します。 

CIMdataについて 
　CIMdata (大手独立系ワールドワイド企業) は、適切な
デジタルイニシアチブの特定と実装を 通じて、イノベー
ティブな製品とサービスを設計、提供、およびサポート
する企業の能力を 最大化するための戦略的マネージメン
トコンサルティングを提供しています。CIMdata は、 
約 40 年近く、幅広い製品ライフサイクル管理 (PLM) ソ
リューションとそれらが可能にする デジタルトランス
フォーメーションに関して、世界クラスの知識、専門知
識、およびベスト プラクティスの手法を提供してきまし
た。CIMdata は、認定プログラムや国際的なカンファ 
レンスを通じて、リサーチ、サブスクリプションサービ
ス、出版物、教育も提供しています。 CIMdata の詳細
については、http://www.CIMdata.com、または電子メー
ル: info@CIMdata.com にて。 
*.1 https://www.reuters.com/technology/chatgpt-sets-record-fastest-growing-user-
base-analyst-note-2023-02-01/. It was surpassed byThreads in July 2023. 

*.2 https://www.demandsage.com/chatgpt-statistics/
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